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(54)【発明の名称】 蛍光内視鏡装置

(57)【要約】
【課題】  励起光の照射により生体組織から発生する自
家蛍光像を測定する蛍光内視鏡装置において、励起光源
としてＬＤ素子を使用し、かつ十分な励起光の強度を
得、さらに静電気による破壊を防ぐことによりその信頼
性を向上するとともに長寿命化を図り、また、その交換
作業を容易にすることによりメンテナンス性をも向上す
る。
【解決手段】  励起光源ユニット２０がＬＤ素子を有す
るＬＤモジュールを複数備えるようにし、また、各ＬＤ
モジュールにＬＤ素子を静電気から保護する静電気保護
回路およびＬＤ素子を冷却するためのペルチェ素子など
を設け、その各ＬＤモジュールが単独で脱着可能である
ものとする。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  励起光を射出する励起光射出手段と、前
記励起光を被測定部まで導光して照射する励起光照射手
段と、前記励起光の照射により前記被測定部から発生す
る蛍光による蛍光像を検出する蛍光像検出手段とを備え
た蛍光内視鏡装置において、
前記励起光射出手段が、複数のＬＤ素子を備えたことを
特徴とする蛍光内視鏡装置。
【請求項２】  前記励起光射出手段が、前記複数のＬＤ
素子を静電気から保護する静電気保護回路を備えたこと
を特徴とする請求項１記載の蛍光内視鏡装置。
【請求項３】  前記励起光射出手段が、前記複数のＬＤ
素子を冷却する冷却手段を備えたことを特徴とする請求
項１または２記載の蛍光内視鏡装置。
【請求項４】  前記励起光射出手段が、前記ＬＤ素子と
該ＬＤ素子に設けられた前記静電気保護回路および前記
冷却手段の少なくとも１つとを有するＬＤモジュールを
複数備え、
該ＬＤモジュールが単独で脱着可能であることを特徴と
する請求項１から３いずれか１項記載の蛍光内視鏡装
置。
【請求項５】  前記ＬＤ素子が、ＧａＮ系のＬＤ素子で
あり、前記励起光の波長帯域が４００ｎｍから４２０ｎ
ｍまでの範囲内であることを特徴とする請求項１から４
いずれか１項記載の蛍光内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、励起光の照射によ
り生体組織から発生した蛍光を測定する蛍光内視鏡装
置、特にその励起光の光源に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】従来より、生体内在色素の励起光波長領
域にある励起光を生体組織に照射した場合に、正常組織
と病変組織では発する蛍光強度が異なることを利用し
て、生体組織に所定波長領域の励起光を照射し、生体内
在色素が発する蛍光を受光することにより病変組織の局
在、浸潤範囲を蛍光画像として表示する技術が提案され
ている。
【０００３】通常、励起光を照射すると、図７に実線で
示すように正常組織からは強い蛍光が発せられ、病変組
織からは破線で示すように微弱な蛍光が発せられるた
め、蛍光強度を測定することにより、生体組織が正常で
あるか病変状態にあるかを判定することができる。
【０００４】また、励起光による蛍光の強度を画像とし
て表示する場合、生体組織に凹凸があるため、生体組織
に照射される励起光の強度は均一ではない。また、生体
組織から発せられる蛍光強度は、励起光照度にほぼ比例
するが、励起光照度は距離の２乗に反比例して低下す
る。そのため、光源から遠くにある正常組織よりも近く
にある病変組織の方が、強い蛍光を受光する場合があ
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り、励起光による蛍光の強度の情報だけでは生体組織の
組織性状を正確に識別することができない。発明者ら
は、このような不具合を低減するために、異なる波長帯
域から取得した２種類の蛍光強度の比率を除算により求
め、その除算値に基づく演算画像を表示する方法、すな
わち、生体の組織性状を反映した蛍光スペクトルの形状
の違いに基づいた画像表示方法や、種々の生体組織に対
して一様な吸収を受ける近赤外光を参照光として生体組
織に照射し、この参照光の照射を受けた生体組織によっ
て反射された反射光の強度を検出して、蛍光強度との比
率を除算により求め、その除算値に基づく演算画像を表
示する方法、すなわち、蛍光収率を反映した値を求めて
画像表示する方法などを提案している。
【０００５】ところで、上記技術による蛍光内視鏡装置
において、励起光の照射により生体組織から発せられる
蛍光強度は微弱なものであるため、生体組織の組織性状
を正確に識別するためには励起光の強度がその安全規格
の範囲内においてできるだけ大きいことが望ましい。そ
の励起光の強度としては、蛍光内視鏡装置における内視
鏡先端にて数十ｍＷ以上必要とされるが、蛍光内視鏡装
置においては励起光の光源から内視鏡先端までには励起
光を導光するための光学系の部品が必要であり、その光
学系の部品により励起光の強度が減衰してしまうため、
励起光源から出力される励起光の強度はさらに大きなも
のである必要がある。また、励起光の波長としては４０
０ｎｍ～４２０ｎｍ程度が適当であるが、この波長の励
起光を効率よく発光することができ、さらに装置の小型
化ができるという観点から考慮すると励起光源として
は、ＬＤ素子を利用することが好ましい。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、励起光
源としてＬＤ素子を使用した場合、上記のような十分な
強度で４００ｎｍ～４２０ｎｍの波長の励起光を発する
ことができる高出力なＬＤ素子を入手することは、現在
のところ非常に困難である。また、ＬＤ素子は静電気に
対して非常に弱く、静電気により破壊されたり、その寿
命が短くなったりする場合がある。そして、ＬＤ素子は
静電気の影響を受けた場合のみならず、発光することに
より徐々に劣化するためその寿命があり、できるだけ寿
命は長いことが望ましい。さらに、上記のようにＬＤ素
子は静電気などにより破壊されやすく寿命があるという
ことから、その交換作業が必要となるが、その交換作業
は単にＬＤ素子を交換するだけでなくレーザ光を効率良
く内視鏡のライトガイドに導くために光学系のアライメ
ントも必要となる。そのため時間もかかり交換作業は容
易ではない。
【０００７】本発明は、上記のような問題点に鑑みて、
蛍光内視鏡装置において、励起光源としてＬＤ素子を使
用し、かつ十分な励起光の強度を得ることができ、さら
に静電気による破壊を防ぐことによりその信頼性を向上
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するとともに長寿命化を図ることができ、また、その交
換作業を容易にすることによりメンテナンス性をも向上
することができる蛍光内視鏡装置を提供することを目的
とするものである。
【０００８】
【課題を解決するための手段】本発明による蛍光内視鏡
装置は、励起光を射出する励起光射出手段と、励起光を
被測定部まで導光して照射する励起光照射手段と、励起
光の照射により被測定部から発生する蛍光による蛍光像
を検出する蛍光像検出手段とを備えた蛍光内視鏡装置に
おいて、励起光射出手段が、複数のＬＤ素子を備えたこ
とを特徴とするものである。
【０００９】ここで、上記「ＬＤ素子」とは、レーザダ
イオードを有する素子を意味する。
【００１０】また、励起光射出手段は、複数のＬＤ素子
を静電気から保護する静電気保護回路を備えたものとす
ることもできる。
【００１１】ここで、上記「静電気保護回路」とは、複
数のＬＤ素子を静電気から保護できるものであればその
回路形式は特に問わない。
【００１２】また、励起光射出手段は、複数のＬＤ素子
を冷却する冷却手段を備えたものとすることができる。
【００１３】また、励起光射出手段は、ＬＤ素子とＬＤ
素子に設けられた静電気保護回路および冷却手段の少な
くとも１つとを有するＬＤモジュールを複数備え、ＬＤ
モジュールを単独で脱着可能であるものとすることがで
きる。
【００１４】ここで、上記「ＬＤモジュール」は１つの
ＬＤ素子に対して１つの静電気保護回路および冷却手段
の少なくとも１つを設けることが望ましいが、必ずしも
ＬＤ素子の数が１つである必要はなく、そのメンテナン
ス性が向上するよう複数個設けてもよい。
【００１５】また、上記「単独で脱着可能」とは、各Ｌ
Ｄモジュールのメンテナンスが容易となるようＬＤモジ
ュールが単独で装置から容易に取外しが可能なことを意
味する。
【００１６】また、ＬＤ素子として、ＧａＮ系のＬＤ素
子を使用し、励起光の波長帯域が４００ｎｍから４２０
ｎｍまでの範囲内であるものとすることができる。
【００１７】
【発明の効果】本発明による蛍光内視鏡装置によれば、
励起光射出手段が複数のＬＤ素子を備えるようにしたの
で、生体組織の組織性状を正確に識別するのに十分な励
起光強度を得ることができる。
【００１８】また、励起光射出手段が複数のＬＤ素子を
静電気から保護する静電気保護回路を備えたものとした
場合には、複数のＬＤ素子の静電気による破壊を防止す
ることができ信頼性を向上することができる。
【００１９】また、励起光射出手段が複数のＬＤ素子を
冷却する冷却手段を備えたものとした場合には、複数の
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ＬＤ素子を冷却することによりその劣化を抑制すること
ができるので長寿命化することができる。
【００２０】また、励起光射出手段が、ＬＤ素子とＬＤ
素子に設けられた静電気保護回路および冷却手段の少な
くとも１つとを有するＬＤモジュールを複数備えたもの
とし、そのＬＤモジュールが単独で脱着可能であるもの
とした場合には、ＬＤ素子の交換作業等をモジュール単
位で行なうことができるので、その作業が容易となりメ
ンテナンス性を向上することができる。
【００２１】また、ＬＤ素子としてＧａＮ系のＬＤ素子
を用い励起光の波長帯域が４００ｎｍから４２０ｎｍま
での範囲内とすれば、効率よく蛍光を発せられることが
できる。
【００２２】
【発明の実施の形態】以下、本発明の具体的な実施の形
態について図面を用いて説明する。図１は本発明による
蛍光内視鏡装置の一実施形態の概略構成を示す図であ
る。
【００２３】本実施の形態による蛍光内視鏡装置は、患
者の病巣と疑われる部位に挿入される内視鏡挿入部１０
０と、生体組織から得られた情報を画像信号として処理
して出力する画像信号処理部１と、画像信号処理部１で
処理された信号を可視画像として表示するモニタユニッ
ト７００とから構成される。
【００２４】内視鏡挿入部１００は、内部に先端まで延
びるライトガイド１０１、ＣＣＤケーブル１０２および
イメージファイバ１０３を備えている。ライトガイド１
０１およびＣＣＤケーブル１０２の先端部、即ち内視鏡
挿入部１００の先端部には、照明レンズ１０４および対
物レンズ１０５を備えている。また、イメージファイバ
１０３は石英ガラスファイバであり、その先端部には集
光レンズ１０６を備えている。ＣＣＤケーブル１０２の
先端部には、通常画像用撮像素子１０７が接続され、そ
の通常画像用撮像素子１０７には、反射用プリズム１０
８が取り付けられている。ライトガイド１０１は、励起
光ライトガイド１０１ａおよび白色光ライトガイド１０
１ｂとからなり、照明ユニット１１０へ接続されてい
る。ＣＣＤケーブル１０２の一端は、通常画像信号処理
ユニット５００に接続され、イメージファイバ１０３の
一端は、蛍光画像撮像ユニット３００へ接続されてい
る。
【００２５】画像信号処理部１は、白色光Ｌｗ、励起光
Ｌｒおよび参照光Ｌｓをそれぞれ射出する光源を備えた
照明ユニット１１０と、この励起光Ｌｓの照射により生
体組織５から発生した自家蛍光像Ｚｊと参照光Ｌｓの照
射により生体組織５から反射した反射像Ｚｓを撮像し、
デジタル値に変換して２次元画像データとして出力する
蛍光画像撮像ユニット３００と、蛍光画像撮像ユニット
３００から出力された自家蛍光像の２次元画像データか
ら距離補正等の演算を行って、その演算値に色を割り当
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て、また、反射像の２次元画像データに輝度を割り当て
て、２つの画像情報を合成して出力する画像演算ユニッ
ト４００と、内視鏡挿入部１００の先端に設置された通
常画像用撮像素子１０７により撮像された通常像Ｚｗを
デジタル値に変換して２次元画像データとして出力する
通常画像信号処理ユニット５００、通常画像撮像ユニッ
ト５００から出力された通常画像の２次元画像データお
よび画像演算ユニット４００の出力信号をビデオ信号に
変換して出力する表示信号処理ユニット６００と、各ユ
ニットの制御を行う制御用コンピュータ２００とから構
成される。
【００２６】照明ユニット１１０は、励起光Ｌｒを発す
るＬＤ素子を有するＬＤモジュールを複数備えた励起光
源ユニット２０、その励起光源ユニット２０に電気的に
接続されたＬＤ電源ユニット１０、白色光Ｌｗを発する
白色光源ユニット１１２、その白色光源ユニット１１２
に電気的に接続された白色光源用電源ユニット１１１、
また、反射画像用の参照光を発する参照光源ユニット３
０、その参照光源ユニット３０に電気的に接続された参
照光源用電源ユニット４０を備えている。
【００２７】励起光源ユニット２０およびＬＤ電源ユニ
ット１０の内部のブロック構成を図２に示す。ＬＤ電源
ユニット１０は、後述する複数のＬＤモジュール７０の
それぞれに設けられたＬＤドライバ回路１１,１３,１５
および温度制御回路１２,１４,１６を備えている。そし
て、励起光源ユニット２０はＬＤ素子を有するＬＤモジ
ュール７０を複数備え、各ＬＤモジュールから発せられ
る励起光Ｌｒを集光する光ファイバ２４および第１の集
光レンズ２５、参照光源ユニット３０から発せられた参
照光Ｌｓを集光する参照光用集光レンズ２７、第１の集
光レンズ２５により集光された励起光は垂直方向に反射
し、参照光用集光レンズ２７により集光された参照光Ｌ
ｓは透過するダイクロイックミラー２６およびダイクロ
イックミラー２６を反射した励起光Ｌｒまたはダイクロ
イックミラー２６を透過した参照光Ｌｓを集光して後述
する励起光ライトガイド１０１ａに入射する第２の集光
レンズ２８を備えている。
【００２８】ＬＤドライバ回路１１,１３,１５はＬＤモ
ジュール７０を駆動するための駆動回路および電源など
を有するものである。また、温度制御回路１２,１４,１
６はＬＤモジュール７０内部に設置された後述する温度
検出素子８７により検出された温度に基づいてＬＤモジ
ュール７０内に設置された後述するペルチェ素子８８を
制御することによりＬＤ素子８５の温度を制御する。
【００２９】図２に示すブロック構成を適用した蛍光内
視鏡装置の励起光源ユニット２０の概略構成を図３に示
す。図３に示されるとおり、励起光源ユニット２０の本
体５０には２本の励起光ライトガイド１０１ａが接続さ
れ、それぞれの励起光ライトガイド１０１ａに対して第
１および第２の集光レンズ２５,２８、ダイクロイック
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ミラー２６および参照光用集光レンズ２７が設置されて
おり、各第１の集光レンズ２５には、５つのＬＤモジュ
ール７０から射出された励起光Ｌｒが光ファイバ２４に
より導光されて入射される。また、各ＬＤモジュール７
０は、それぞれがＬＤ電源ユニット１０に電気的に接続
されるようになっている。さらに、本体５０には、ＬＤ
モジュール７０を冷却するためのファン６０が２台内部
に設置されている。
【００３０】また、ＬＤモジュール７０の詳細を図４、
図５および図６に示す。図５は図４のＡ－Ａ'面での断
面図、図６は図５における後述する静電気保護回路基板
８９の詳細図である。
【００３１】図４および図５に示されるとおり、ＬＤモ
ジュール７０は、ケース本体８０の内部に励起光Ｌｒを
発するＬＤ素子８５、ＬＤ素子８５から発せられる励起
光を集光するコリメートレンズ８４、ＬＤ素子８５を固
定するとともにＬＤ素子８５が発する熱を伝導し後述す
るペルチェ素子８８の吸熱面８８ａに接触することによ
り冷却するＬＤ冷却台８６、冷却台８６の温度を検出す
る温度検出素子８７、後述するペルチェ素子８８の放熱
面８８ｂと接触して設けられ放熱面８８ｂの熱を伝導し
後述する放熱器９３により熱を放熱するとともにその放
熱器９３を固定する放熱器固定台９１、放熱器固定台９
１とＬＤ冷却台８６をペルチェ素子８８を挟んで固定す
る放熱器固定ビス９２（比較的熱伝導率の低いデルリン
（ＰＯＭ）、エボナイトなどの素材）および放熱器固定
台９１の熱がケース本体８０に伝達しないように放熱器
固定台に取りつけられたＯリング９０を備えている。そ
して、さらに放熱器固定台９１に接触して設けられ熱を
外部に放熱する放熱器９３、ＬＤモジュールを本体５０
に固定するＬＤモジュール固定脚９４、ＬＤモジュール
７０と光ファイバ２４とを光学的に接続するＦＣコネク
タ８１、ＬＤ素子８５を静電気から保護するための静電
気保護回路９６とＬＤモジュール７０内部の温度検出素
子８７およびペルチェ素子８８を電気的にＬＤ電源ユニ
ット１０に接続するコネクタ９５を有する静電気保護回
路基板８９、およびＯリング８３を介してＬＤモジュー
ル７０内部を外気から遮断する蓋８２を備えている。
【００３２】ペルチェ素子８８はＬＤ素子を冷却するた
めの素子であり、その表面にはシリコングリス（アルミ
入りの熱伝導率の高い物質）が塗布されている。
【００３３】また、ＬＤモジュール７０内部はＬＤ冷却
台等が結露しないように窒素ガスが封入されている。従
って、Ｏリング９０はこの窒素ガスの漏れを防止するた
めにも設置されているため、その表面にはグリスが塗布
してある。
【００３４】温度検出素子８７はＬＤ冷却台８６に埋め
込まれており、ＬＤ素子８５の温度の検出を行ない、検
出された温度はＬＤ電源ユニット１０の温度制御回路１
２,１４,１６で使用される。
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7
【００３５】また、静電気保護回路基板８９の詳細を図
６に示す。ＬＤモジュール７０の電気信号ラインおよび
電源ラインはすべて静電気保護回路基板８９を中継し、
ＬＤ電源ユニット１０に接続される。ＬＤモジュール７
０の電気信号ラインおよび電源ラインはコネクタ９５に
より一括され脱着可能となっている。静電気保護回路基
板８９上には、静電気保護回路９６が設けられている。
静電気保護回路９６は、インダクタ９６ａおよびコンデ
ンサ９６ｂにより静電気によるスパイク電流からＬＤ素
子８５を保護している。また、ダイオード９６ｃはＬＤ
素子８５に対する逆電圧の対する保護用であり、必要に
応じて付加する。なお、ＬＤ素子８５は、レーザダイオ
ード８５ａとフォトダイオード８５ｂから構成されてお
り、フォトダイオード８５ｂは温度変化によるレーザダ
イオード８５ａの出力の変化を抑制するために設けられ
たものである。
【００３６】上記のように構成されたＬＤモジュール７
０は、ＦＣコネクタ８１およびコネクタ９５を介して本
体５０から単独で脱着可能である。
【００３７】また、蛍光画像撮像ユニット３００は、イ
メージファイバ１０３が接続され、イメージファイバ１
０３により伝搬された自家蛍光画像または反射像を撮像
する図示省略した蛍光画像用高感度撮像素子を備えてい
る。
【００３８】モニタユニット７００は、表示信号処理ユ
ニット６００から出力されたビデオ信号を可視画像とし
て表示する通常画像用モニタ７０１、合成画像用モニタ
７０２を備えている。
【００３９】次に、以上のように構成された本実施の形
態による蛍光内視鏡装置の作用について説明する。ま
ず、自家蛍光画像と反射画像を用いて合成画像を表示す
る場合の作用について説明する。自家蛍光画像撮像時に
は、制御コンピュータ２００からの信号に基づき、ＬＤ
電源ユニット１０が駆動され、励起光源ユニット２０の
各ＬＤモジュール７０から波長が４１０ｎｍの励起光Ｌ
ｒが射出される。励起光Ｌｒは光ファイバ２４により導
光され第１の集光レンズ２５に入射される。第１の集光
レンズにより集光された励起光Ｌｒは、ダイクロイック
ミラー２６を垂直方向に反射して第２の集光レンズによ
り集光されて、励起光ライトガイド１０１ａに入射され
る。励起光ライトガイド１０１ａにより導光された励起
光Ｌｒは内視鏡挿入部１００の先端まで導光された後、
照明レンズ１０４から生体組織５へ照射される。
【００４０】励起光Ｌｒを照射されることにより生じる
生体組織５からの自家蛍光像は、集光レンズ１０６によ
り集光され、イメージファイバ１０３の先端に入射さ
れ、イメージファイバ１０３を経て、蛍光画像撮像ユニ
ット３００に入力され蛍光画像用高感度撮像素子３０６
により自家蛍光画像として撮像され、２次元画像データ
として画像演算ユニット４００に出力される。
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【００４１】反射画像撮像時には、制御用コンピュータ
２００からの信号に基づき、参照光源用電源ユニット４
０が駆動され、参照光源ユニット３０から参照光Ｌｓが
射出される。参照光Ｌｓは、励起光源ユニット２０内の
参照光用集光レンズ２７により集光される。参照光用集
光レンズ２７により集光された参照光Ｌｓは、ダイクロ
イックミラー２６を透過した後、第２の集光レンズ２８
により集光されて励起光ライトガイド１０１ａに入射さ
れる。励起光ライトガイド１０１ａに入射した参照光Ｌ
ｓは内視鏡挿入部１００の先端まで導光された後、照明
レンズ１０４から生体組織５へ照射される。
【００４２】参照光Ｌｓを照射されることにより生じる
生体組織５からの反射像は、集光レンズ１０６により集
光され、イメージファイバ１０３の先端に入射され、イ
メージファイバ１０３を経て、蛍光画像撮像ユニット３
００に入力され蛍光画像用高感度撮像素子３０６により
反射画像として撮像され、２次元画像データとして画像
演算ユニット４００に出力される。
【００４３】蛍光画像撮像ユニット３００から出力され
た自家蛍光画像は、画像演算ユニット４００で自家蛍光
画像の各画素値に基づいた演算値に色を割り当て、色画
像信号を生成する。また、蛍光画像撮像ユニット３００
から出力された反射画像は、画像演算ユニット４００
で、各画素に輝度を割り当て輝度画像信号を生成する。
そして、画像演算ユニット４００において色画像信号と
輝度画像信号が合成され、合成画像信号として表示信号
処理ユニット６００に出力される。合成画像信号は、表
示信号処理ユニット６００によってビデオ信号に変換さ
れた後、モニタユニット７００に入力され、合成画像用
モニタ７０２に表示される。
【００４４】次に、通常画像表示時の作用を説明する。
通常画像表示時には、制御用コンピュータ２００からの
信号に基づき白色光源用電源１１１が駆動され、白色光
源１１２から白色光Ｌｗが射出される。白色光Ｌｗは、
白色光ライトガイド１０１ｂに入射され、内視鏡挿入部
１００の先端部まで導光された後、照明レンズ１０４か
ら生体組織５へ照射される。白色光Ｌｗの反射光は対物
レンズ１０５によって集光され、反射用プリズム１０８
に反射して、通常画像用撮像素子１０７に結像される。
通常画像用撮像素子１０７からの映像信号は通常画像信
号処理ユニット５００に入力されデジタル化される。そ
の通常画像信号は、表示信号処理ユニット６００に出力
されビデオ信号に変換された後、通常画像用モニタ７０
１に出力され表示される。合成画像表示時および通常画
像表示時における、上記一連の動作は、制御用コンピュ
ータ２００によって制御される。
【００４５】ここで、上記自家蛍光画像撮像時に使用さ
れるＬＤモジュール７０におけるＬＤ素子８５の温度制
御の作用について説明する。ＬＤ素子８５により生じた
熱は、冷却台８６を伝導して温度検出素子８７により検
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9
出される。温度検出素子８７により検出された温度は、
静電気保護回路基板８９に設けられた電気信号ラインお
よびコネクタ９５を経由してＬＤ電源ユニット１０に設
けられた温度制御回路１２,１４,１６に報知される。温
度制御回路１２,１４,１６は所定の温度以上になったと
き温度制御信号を出力し、その温度制御信号は静電気保
護回路基板８９に設けられた電気信号ラインおよびコネ
クタ９５を経由してＬＤモジュール７０内のペルチェ素
子８８に出力される。ペルチェ素子８８は温度制御回路
１２,１４,１６からの温度制御信号に応答して駆動し、
冷却台８６により伝導された熱を吸熱面８８ａから吸熱
して冷却する。そして、ペルチェ素子８８は、放熱面８
８ｂから熱を放熱し、その熱は放熱器固定台９１を伝導
して放熱器９３によりＬＤモジュール７０外部に放熱さ
れる。
【００４６】また、上記実施の形態では、励起光源は中
心波長として４００ｎｍから４２０ｎｍ程度のいずれの
ものを選んでもよい。
【００４７】また、上記実施の形態では、通常画像と合
成画像を２つのモニタで表示するようにしたが、１つの
モニタにより通常画像と合成画像を切り換えて表示して
もよい。
【００４８】本発明による蛍光内視鏡装置によれば、励
起光源ユニット２０が複数のＬＤ素子８５を備えるよう
にしたので、生体組織の組織性状を正確に識別するのに
十分な励起光強度を得ることができる。
【００４９】また、励起光源ユニット２０の各ＬＤモジ
ュール７０にＬＤ素子８５を静電気から保護する静電気
保護回路９６を備えたので、ＬＤ素子８５の静電気によ
る破壊を防止することができ信頼性を向上することがで
きる。
【００５０】また、励起光源ユニット２０の各ＬＤモジ
ュール７０にＬＤ素子８５を冷却するためのペルチェ素
子８８等を設け、ＬＤ電源ユニット１０の温度制御回路
１２,１４,１６により温度制御するようにしたので、Ｌ
Ｄ素子８５の熱による劣化を抑制することができ、長寿
命化することができる。
【００５１】また、ＬＤ素子８５、静電気保護回路９６
およびペルチェ素子などを１つのＬＤモジュール７０と
し、そのＬＤモジュール７０を複数備えたものとし、そ
のＬＤモジュールが単独で脱着可能であるものとしたの
で、ＬＤ素子８５などの交換作業等を各モジュール単位
で行なうことができるので、その作業が容易となりメン
テナンス性を向上することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明による蛍光内視鏡装置の一実施形態の概
略構成図
【図２】図１に示す実施の形態におけるＬＤ電源ユニッ
トおよび励起光源ユニットのブロック構成図
【図３】図２に示す実施の形態における励起光源ユニッ
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トの概略構成図
【図４】図３に示す実施の形態におけるＬＤモジュール
の詳細図
【図５】図４に示すＬＤモジュールの断面図
【図６】図４に示すＬＤモジュールの静電気保護回路基
板の詳細図
【図７】正常組織と病変組織の蛍光スペクトルの強度分
布を示す説明図
【符号の説明】
１    画像信号処理部
５    生体組織
１０    ＬＤ電源ユニット
２０    励起光源ユニット
３０    参照光源ユニット
４０    参照光源用電源ユニット
５０    本体
６０    ファン
７０    ＬＤモジュール
８０    ケース本体
８１    ＦＣコネクタ
８２    蓋
８３、９０    Ｏリング
８４    コリメートレンズ
８５    ＬＤ素子
８５ａ    レーザダイオード
８５ｂ    フォトダイオード
８６    冷却台
８７    温度検出素子
８８    ペルチェ素子
８８ａ    吸熱面
８８ｂ    放熱面
８９    静電気保護回路基板
９１    放熱器固定台
９２    放熱器固定ビス
９３    放熱器
９４    ＬＤモジュール固定脚
９５    コネクタ
９６    静電気保護回路
９６ａ    インダクタ
９６ｂ    コンデンサ
９６ｃ    ダイオード
１００    内視鏡挿入部
１０１    ライトガイド
１０１ａ    励起光ライトガイド
１０１ｂ    白色光ライトガイド
１０２    ＣＣＤケーブル
１０３    イメージファイバ
１０４    照明レンズ
１０５    対物レンズ
１０６    集光レンズ
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１０７    通常画像用撮像素子
１０８    反射用プリズム
１１０    照明ユニット
１１１    白色光源用電源
１１２    白色光源
２００    制御用コンピュータ
３００    蛍光画像撮像ユニット *
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*４００    画像演算ユニット
５００    通常画像信号処理ユニット
６００    表示信号処理ユニット
７００    モニタユニット
７０１    合成画像用モニタ
７０２    通常画像用モニタ

【図１】 【図２】

【図４】

【図６】



(8) 特開２００２－９５６２４

【図３】 【図５】

【図７】
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外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：在荧光内窥镜设备中使用LD元件作为激发光源，以测量通
过激发光的照射从活组织产生的自发荧光图像，获得足够强度的激发
光，并进一步防止静电破坏。 对其进行预防可提高其可靠性并延长其使
用寿命，并且便于进行更换工作以提高可维护性。 激发光源单元20设置
有具有LD元件的多个LD模块，并且每个LD模块都设有用于保护LD元件
免受静电影响的静电保护电路和用于冷却LD元件的珀尔帖元件。 ，每个
LD模块均可独立拆卸。
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